
第
五
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅴ
）
の
開
催
に
当
た
り
政
府
開
発
援
助
の
効
果
的
な
実
施
と
推
進
を
求
め
る
決
議

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

参
議
院
政
府
開
発
援
助
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

我
が
国
は
厳
し
い
経
済
・
財
政
状
況
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
途
上
に
あ
る
中
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
や
持

続
的
成
長
の
実
現
に
向
け
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

本
特
別
委
員
会
は
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
等
で
の
調
査
、
有
識

者
か
ら
の
意
見
聴
取
等
を
通
じ
て
、
我
が
国
外
交
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
果
的
な
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
た
。

二
○
一
三
年
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
我
が
国
と
の
交
流
四
十
周
年
に
当
た
る
と
と
も
に
、
六
月
に
は
第
五
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
）
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
か
ら
二
十
周
年
を
記
念

す
る
節
目
の
会
合
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
ア
フ
リ
カ
支
援
を
し
っ
か
り
と
総
括
し
、
積
み
残
さ
れ
た
課
題
や
新
た
に
生
じ
て
い
る
問
題
等
を

確
認
し
た
上
で
、
国
民
生
活
の
向
上
に
向
け
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
自
主
・
自
立
的
な
取
組
を
今
後
更
に
効
果
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
国
際
社
会
と
し
て
よ
り
実
効
性
あ
る
支
援
戦
略
と
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

政
府
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅴ
の
開
催
を
機
に
、
国
際
的
な
動
向
等
を
踏
ま
え
た
予
算
等
の
確
保
に
も
努
め
つ
つ
、
戦
略
的
か
つ
効
果
的
・
効

率
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
推
進
に
向
け
て
、
特
に
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
人
的
交
流
や
技
術
移
転
を
伴
う
日
本
ら
し
さ
を
活
か
し
た
質
の
高
い
援
助
を
更
に
展
開
し
、
外
交
戦
略
や
成
長
戦
略
と
連
携
し
我
が
国
の

国
益
や
成
長
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
理
解
と
支
持
に
基
づ
く
我
が
国
の
顔
が
見
え
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
持
続
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
。

一
、
二
○
一
五
年
よ
り
先
の
国
際
開
発
目
標
（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
策
定
の
論
議
に
お
い
て
、
主
導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
こ
と
。

一
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
民
間
企
業
・
地
方
自
治
体
等
の
援
助
の
多
様
な
担
い
手
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
円
借
款
・
公
的
金
融
と
無
償
資
金

協
力
・
技
術
協
力
と
の
連
携
、
官
民
連
携
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
情
報
通
信
技
術
、
政
策
立
案
・
制
度
整
備
、
文
化
復
興
・

振
興
を
始
め
ソ
フ
ト
分
野
の
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

一
、
他
の
援
助
国
や
国
際
機
関
と
の
援
助
協
調
へ
の
積
極
的
な
参
加
・
参
画
を
通
じ
て
、
被
援
助
国
が
自
ら
設
定
す
る
経
済
・
社
会
開
発
目
標

や
支
援
ニ
ー
ズ
へ
の
貢
献
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
資
金
的
な
貢
献
だ
け
で
な
く
、
人
的
か
つ
技
術
的
貢
献
の
拡
充
を
図
り
、
被

援
助
国
の
自
立
的
発
展
を
促
す
我
が
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基
本
方
針
の
国
際
的
浸
透
を
図
る
こ
と
。



一
、
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
に
基
づ
き
、
平
和
と
国
民
生
活
の
安
定
を
最
優
先
の
課
題
と
位
置
付
け
、
貧
困
の
削
減
や
飢
餓
の
撲
滅
、
経
済

・
社
会
の
持
続
的
発
展
、
公
正
・
公
平
な
分
配
に
よ
る
社
会
不
安
と
格
差
の
解
消
、
多
様
な
分
野
で
国
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
、
防
災

・
減
災
対
策
の
強
化
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
際
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
つ
つ
、
援
助
の
質
的
な
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

一
、
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ス
テ
ム
輸
出
の
推
進
や
中
小
企
業
を
含
む
民
間
企
業
の
開
発
途
上
国
へ
の
進
出
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を

始
め
開
発
途
上
国
の
持
続
的
成
長
を
支
え
、
併
せ
て
我
が
国
の
成
長
に
も
寄
与
し
得
る
よ
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
活
用
を
図
る
こ
と
。

一
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
透
明
性
を
国
内
外
で
一
層
確
保
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
目
的
、
内
容
、
効
果
や
、
環
境
、
現
地
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
等

に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
よ
り
高
い
次
元
で
果
た
し
て
い
く
こ
と
。
併
せ
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
市
民
社
会
が
果
た

し
て
き
た
重
要
な
役
割
に
鑑
み
、
今
後
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
お
い
て
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関
に

加
え
て
、
市
民
社
会
と
の
連
携
・
協
働
の
取
組
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
青
年
海
外
協
力
隊
事
業
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
お
け
る
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
へ

の
応
募
者
増
加
に
向
け
た
取
組
の
強
化
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
帰
国
後
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
就
職
支
援
に
係
る
施
策
の
充
実
等
を

推
進
し
、
開
発
援
助
に
携
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
そ
の
活
躍
の
場
の
拡
大
を
更
に
図
る
こ
と
。
併
せ
て
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

）
、

。

Ｄ
Ｐ

世
界
銀
行
等
の
国
際
機
関
に
お
け
る
邦
人
役
職
員
の
更
な
る
増
強
を
含
め
我
が
国
の
人
的
貢
献
の
よ
り
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と

一
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
特
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
の
国
々
で
は
、
大
多
数
の
国
民
が
農
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
実
情
に
鑑
み
、
農
業
技

術
と
生
産
性
の
向
上
、
灌
漑
農
業
の
普
及
と
利
活
用
促
進
、
農
業
専
門
家
や
指
導
者
の
養
成
、
農
産
品
の
物
流
・
流
通
イ
ン
フ
ラ
や
市
場
の

整
備
な
ど
、
農
業
従
事
者
の
収
入
の
安
定
と
増
大
、
更
に
は
域
内
食
糧
自
給
の
向
上
を
目
指
し
た
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
そ
の

際
、
コ
メ
増
産
技
術
支
援
、
理
数
科
教
育
、
保
健
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の
取
組
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
対

ア
フ
リ
カ
支
援
を
更
に
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
現
地
で
の
援
助
体
制
の
強
化
と
多
層
化
を
図
る
こ
と
。
そ
の
際
、
現
地
大
使
館

及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
の
人
員
体
制
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
育
成
と
ア
フ
リ
カ
へ
の
事
業
展
開
支
援
を
併
せ
て
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


